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◆駐車場◆
自動車20台　観光バス2台 

◆主な祭典◆
毎年５月１日　例祭
午後には神輿の神幸があります

◆駐車場◆
自動車20台　観光バス2台 

◆主な祭典◆
毎年５月１日　例祭
午後には神輿の神幸があります

○伯耆一ノ宮経塚
境内山林にあり、古くから当神社の祭神である下照姫命の墓と
言い伝えられてきたが大正４年、経塚の中から平安時代初期の
銅経筒を始め仏像、銅鏡、るり玉などが発掘され出土品は全て
国宝に指定

　
下
照
姫（
命
）は
大
国
主
命
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
農
業
や
医
療
の
技

術
に
長
け
て
お
り
、
大
国
主
命
と
力
を
合
わ
せ
て
出
雲
の
国
づ
く
り
に
励
み
ま

し
た
。

そ
ん
な
お
り
、
天
照
大
御
神
は
天
稚
彦
と
い
う
神
を
遣
わ
し
、
出
雲
の
国
譲
り

を
要
求
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
天
稚
彦
は
下
照
姫
と
恋
に
落
ち
、
結
婚
す
る
ま

で
に
至
り
ま
し
た
。

　
下
照
姫
と
天
稚
彦
と
の
幸
せ
な
日
々
は
長
く
は
続
か
ず
、
天
稚
彦
は
天
照
大

御
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
キ
ジ
を
射
殺
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
天
照
大
御
神
に
よ

り
こ
れ
も
ま
た
射
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
下
照
姫
は
最
愛
の
夫
の
死
、
国
譲
り
に
よ
る
出
雲
と
の
別
離
な
ど
を
乗
り
越

え
、一匹
の
海
亀
の
導
き
に
よ
り
こ
こ
伯
耆
國
宇
野
の
海
岸
に
着
船
し
ま
し
た
。

小
高
い
丘
か
ら
の
眺
め
に
心
を
奪
わ
れ
た
下
照
姫
は
こ
の
鎮
座
地
を
新
た
な
住

居
に
定
め
、
農
業
指
導
や
医
療
普
及
に
努
め
人
々
か
ら
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。

古
事
記
の
な
か
の
下
照
姫

し
た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

あ
め
の
わ
か
ひ
こ

い 

こ
ろ

い 

こ
ろ

わ
か
れ

ほ
う
き
の
く
に

ホ
ウ
キ
イ
チ
ノ
ミ
ヤ  

シ
ト
リ
ジ
ン
ジ
ャ

﹇
伯
耆
一
ノ
宮
﹈

倭
文
神
社

（
旧
国
幣
小
社・式
内
社
）

※各販売所の詳細は最終ページで

倭
文
神
社
参
拝
の
必
携
ア
イ
テ
ム
！

か
ほ
り
袋

湯
梨
浜
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
か
ほ
り
袋
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

美
し
く
し
な
や
か
に
時
代
を
生
き
抜
い
た
下
照
姫
の

芯
の
強
さ
を
か
ほ
り
袋
か
ら
感
じ
て
下
さ
い
。

貴
方
を
誘
う
三
つ
の
か
ほ
り

下
照
姫
の
優
し
さ
と
美
し
さ
を
香
り
に
込
め
て

◆
下
照
姫
の
優
し
さ
を
…「
ぬ
く
も
り
」

・
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
＋
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

◆
下
照
姫
の
美
し
さ
を
…「
み
や
び
」

・
ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
＋
ロ
ー
ズ
レ
ッ
ド

◆
倭
文
神
社
の
魂
の
再
生
を
…「
こ
こ
ろ
」

・
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
＋
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

拝殿は1818年（文化15年）に再建された。
流造（ながれづくり）の落ち着いた佇まいは
伯耆一ノ宮の格式を今に伝えている。

参拝方法
二、

参道は端を歩く
（中は神様の通り道）

三、

手水舎で身を清める
（左右の手を洗い、口をすすぐ）

六、

一枚目の願い札を拝殿
の奉納箱に納める

四、

かほり袋に添付してある
願い札に願い事を書く
（二枚複写になっています）

五、

二枚目の願い札に印を
押して、自分のかほり袋
に入れる
※印は社務所前に置いて
　あります

五、

二枚目の願い札に印を
押して、自分のかほり袋
に入れる
※印は社務所前に置いて
　あります

七、

賽銭箱にお賽銭を
入れる
（決して投げ入れない）

八、

神様にお願い
（二拝二拍手一拝で）

一、

鳥居の前で神様に一礼

奈
良
時
代
の
貴
族
料
理
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
。

は
わ
い
温
泉・東
郷
温
泉
の
下
記
旅
館
で

お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

悠
久
の
時
代
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら

古
代
料
理
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

古
代
料
理

九、

拝殿に向き直り、一礼
してから鳥居を出る

◆
ご
予
約
先

◆
お
問
い
合
せ
先

千
百
有
余
年
の
時
代
の
流
れ

と

き

生地には、かつて当地で生産されていた倭文織（し
ずおり）をモチーフにした、素朴な麻を使いました。
※かほり袋は裏面の各販売所にて
　1個660円（税込）で販売しております。

※写真は一例です

神
様
に
願
い
を
届
け
る
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鎮
座
地
：
鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
宮
内
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T
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社
務
所
）

◆ 

創　
建
：
不
明

◆ 

御
祭
神
：
建
葉
槌
命（
主
神
）、下
照
姫
命
、事
代
主
命
、建
御
名
方
命
、少
彦
名
命
、天
稚
彦
命
、味
耜
高
彦
根
命

◆ 

国　
宝
：
銅
経
筒
、金
銅
観
音
菩
薩
立
像
、そ
の
他（
銅
鏡・銅
銭
、る
り
玉
、桧
扇
残
片
、短
刀
刀
子
残
欠
、漆
器
残
片
な
ど
）。

※
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

は
わ
い
温
泉

　
望
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楼 
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ゆ
の
宿 

彩
香 

☎
0
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3
5
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千
年
亭 

☎
0
8
5
8（
3
5
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7
3
1

　
羽
衣 

☎
0
8
5
8（
3
5
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6
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東
郷
温
泉

　
湖
泉
閣 

養
生
館 

☎
0
8
5
8（
3
2
）0
1
1
1

　
国
民
宿
舎 

水
明
荘 
☎
0
8
5
8（
3
2
）0
4
1
1

は
わ
い
温
泉・東
郷
温
泉
旅
館
組
合　

 

☎
0
8
5
8（
3
5
）4
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5
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